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<スケジュール> 
 ◆２月１６日（日）１４時～ 会員交流会 

 ◆４月１７日（金）１８時～ 会員交流会 

 ◆５月１０日（日）１４時～ ベランダ菜園 

 ◆５月１７日（日）１４時～ 総会 

 ◆６月２６日（金）１８時～ 会員交流会 

 ◆７月１９日（日）１４時～ マンションセミナー 

 マンションには、管理組合の円

滑な運営や定期的に実施しなけれ

ばならない大規模修繕など、マン

ション特有の課題があります。住

民同士のコミュニケーション作り 

 

も大切です。｢川口市マンション

コミュニティ連絡協議会｣は｢マン

ションに関わる管理組合・自治

会・居住者などが情報交換や課題

を話し合うことで、マンション内 

 

及び地域でのコミュニティ醸成と

(管理組合の)円滑な運営に寄与す

る｣事を目的として、平成20年8

月17日に川口市との協働事業と

して設立し発足しました。 

川口市マンションコミュニティ連絡協議会とは？ 
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
令
和
と
な
っ
て
初
め
て
の
、

す
が
す
が
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

振
り
返
り
ま
す
と
、
昨
年
は
、
多
く
の
方
が
熱
中
症
に
見
舞
わ
れ

た
記
録
的
な
夏
の
暑
さ
に
加
え
、
九
州
地
方
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ

し
た
集
中
豪
雨
、
日
本
各
地
を
襲
っ
た
猛
烈
な
台
風
、
更
に
は
山
形

県
で
発
生
し
た
地
震
な
ど
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
ほ
ど
、
大
変
痛
ま
し

い
災
害
が
多
発
い
た
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
心
か
ら

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
本
市
の
人
口
は
３
年
前
に
６
０
万
人
を
突
破
し
、
人
口
の

増
加
は
続
い
て
い
ま
す
。
新
し
い
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
が
進
む
中
、

既
存
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
老
朽
化
と
い
う
問
題
も
起
こ
っ
て
お
り
ま
す
。

特
有
の
課
題
の
解
決
も
求
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
解
決
に
向
け

て
、
本
市
で
は
セ
ミ
ナ
ー
や
相
談
会
を
開
催
す
る
な
ど
支
援
体
制
を

整
え
て
お
り
ま
す
。 

 

加
え
て
、
貴
「
川
口
市
マ
ン
シ
ョ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
絡
協
議

会
」
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
講
習
会
や
相
談
会
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開

催
な
ど
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
活
動
を
実
施
さ
れ
、
自
ら
の
手

に
よ
り
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
こ

と
に
、
大
変
、
喜
ば
し
く
心
強
い
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
徴
を
活
か
し
た
街

づ
く
り
に
必
要
な
体
制
の
構
築
に
努
め
る
な
ど
、
市
民
の
皆
様
が
安

全
・
安
心
と
感
じ
て
い
た
だ
き
、
選
ば
れ
る
ま
ち
川
口
の
実
現
に
尽

力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

結
び
に
、
今
年
一
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
健
や
か
で
実
り
多

き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。 

「携帯からホームページ 
 が表示されます。」 

                 
 築12年、42世帯のマンションです。 

 前回の記事で現在計画している初回大規模修繕積立

金が不足しているのが分かり大慌てしていることを報

告しました。 

■理事会での検討 その後各理事・修繕委員に修繕積

立金の見直しを始め初回の大規模修繕工事を乗り越え

る方策の検討開始を提案し検討に入りました。理事他

は対策が必要なことは理解しましたが、その方策に関

しては喧々諤々の議論になりました。 

■改善案を策定 まず不足金を一時金で充当する案は

否定されました。理事他は最終的には積立金は現在の

２倍にすること、また周辺に比べ安い駐車料金も２倍

とし値上げ分を積立金に回すことで纏まりました。併

せて各戸平均１万円弱の負担増になります。 

■居住者への説明・承認 理事会案が出来たので、全

戸宛て修繕積立金値上げの必要性の説明と値上げ内容 

 

 

 

 

を記載した資料を配布しました。その後説明会を開催

し約１/３の方の出席を頂き丁寧に説明しました。最

後に皆様の意向を確認しましたが、「仕方がない」と

いう方が多数で大きな反対はありませんでしたので、

その内容で昨年行われた総会に諮り、反対なしで承認

されました。 

■今後の課題 積立金・駐車料の値上げを認めて頂け

るか非常に心配でしたが、理事会での十分な議論と全

戸への丁寧な説明で認めていただけたと思います。こ

れからは来年度の大規模修繕工事の総会承認に向けて

工事内容の精査と、工事完了後は今回の値上げ後も積

立金は国交省の標準額 

の３/４程度で２回目の 

大規模修繕時には不足が 

予想されその対応策の 

検討もしていく必要が 

ありそうです。 

 

 始めた当初から比べて、最近は簡易的な手法等はTVやネットで見ること

もできます。しかし、体験者からの話や植物の性質も含めた指導、講師の発

言はとても為になります。 

 セミナー参加者もマンションで研究して頂き、その結果を参加された多く

の方々と共有できればと考えております。 しかし、大切なことは、ご近所

に迷惑をかけないことを基本としています。 

長期修繕計画 「初回大規模修繕工事の資金目処は立ちました」 

 

緊
急
調
査
の
記
事
は
突

然
の
差
し
替
え
と
な
り
ま

し
た
。 

 

今
回
の
水
害
は
、
毎
年

発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
、

マ
ン
シ
ョ
ン
住
民
と
し
て

も
、
自
己
防
衛
を
具
体
的

に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
の
意
識
が
醸
成
さ

れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。 

 

当
会
も
注
視
し
て
情
報

発
信
し
な
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。 

～  マンションの課題あれこれ ～ 

川口市マンションコミュニティ連絡協議会 

T-Hayashi 

初 日 
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  水害対策  
内水氾濫への対応 
 
芝川・新芝川にスポット！ 
<他に綾瀬川・鴨川・鴻沼川> 
 
※写真：芝川、新橋(末広1）の状況 
 ピークでは氾濫まで約80cmまで達した。 

■芝川の治水を知る 

 青木水門（オートレース場付近）で新芝川と旧芝

川と分水し、芝川水門（領家５丁目）で合流し荒川

に放流しています。すなわち旧芝川は、入口と出口

が水門によりコントロールされています。 

 荒川の水位によっては、芝川水門を開閉し、閉じ

た時は大型ポンプで荒川に放流しています。しかし

荒川が一定以上の水位となれば、芝川水門が閉じら

れポンプも稼働せず、内水氾濫となります。 

 今回は、水門が閉じられ3ケ所のポンプはフル稼

働し、かろうじて難をまぬがれました。 

 洪水ハザードマップで新橋付近氾濫した場合は 

1～2mの水位としています。 

■マンションの設備 

  <電気の供給は最大の要> 

 ①受電設備への浸水対策 

 ②給水ポンプの浸水対策 

 ③機械式駐車場の地下部分の避難計画 

 ④エレベーターピットへの浸水対策 

 

■氾濫時の事前避難計画 

内水氾濫では、最大5mの浸水と想定されています。

１～２階の居住者の上層階への緊急一時避難計画を

策定し、居住者間の合意が非常に重要です。 

 

何と！  年6回まで無料で、マンション管理士が派遣される 
窓口：川口市住宅政策課 （直通：048-242-6326） 

 昨年10月20日、川口西公園で開催されたボ

ランティア見本市に、「川口市分譲マンション

実態調査とマンション防災」をテーマとして、

出展しました。昨年は、昭和39年の東京オリン

ピックの炬火台が61年ぶりに鋳物の街川口に里

帰りし川口東口キュポ・ラ広場に据え付けられ

たため、川口西公園での開催となりました。 

 好天にも恵まれ、多数の市民が当協議会の

ブースに来てくれました。ワンセットにまとめ

た配布資料・防災用ビスケットはすべて配布、

数が足りないぐらいでした。 

 

■当日アンケートの結果 

 クイズラリーやアンケートを通じて、ほぼ全

員が、現在の住まいに住み続けたい、マンショ

ン防災は必要と思っていることがわかりました。   

 ただ、川口市分譲マンション実態調査や荒川

氾濫時のマンションへの垂直避難制度のことは、

まだまだ知られていませんでした。今後とも、

当協議会においても川口市の担当課と連携を密

にしながら、普及・啓発をおこなっていきます。 

 

■マンション住民、市民団体等との連携 

 また、和光市の市民団体である「分譲マン

ション地域ネットワーク」を代表して村上理事

が3年連続で来訪。率直な感想をお聴きしまし

た。「川口市は多くの多種多様なボランティア

団体が、活発に活動していますね。川口市マン

ションコミュニティ連絡協議会の活動内容もよ

く理解できました。和光市においても、大変良

い参考になります。それぞれ、密接に連携を図

りながら、マンションが抱える様々な課題の解

決のために情報交換、地域連携を深めていきた

い、と熱く語っていました。 


